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1新日本石油

家庭用燃料電池システムの普及に向けて
～家庭用燃料電池の普及見通しと課題～

２００8年５月８日

新日本石油株式会社

ＦＣ・ソーラー事業部

 

 

 

2新日本石油

内 容

１．　定置用燃料電池の位置づけと開発状況
　

　（1）　地球温暖化問題と定置用燃料電池の位置づけ
　（2）　新日本石油の燃料電池開発状況
　（3）　新エネルギー財団の大規模実証事業

２．　実用化と普及に向けての課題
　（1）　実用化に向けての技術課題と対策
　（2）　コストダウンの可能性
　（3）　業務用燃料電池の取り組み
　（４）　ＳＯＦＣの開発
　

３．　将来のイメージ
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地球温暖化対策
省エネルギー、エネルギー源の多様化、炭素隔離等すべてを総動員
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シナリオ 安定化対策

CO2排出も420億tに達し、

CO2濃度450ppm安定化のためには

190億㌧の削減が必要

出典:IEA World Energy  Outlook2007

3新日本石油

550ppm

1000ppm

CO2排出
年間63億t-炭素

CO2自然吸収
年間31億t-炭素

出典：環境省　STOP the 温暖化2005

大気中のCO2濃度
370ppm

2～5℃上昇

32億t-炭素/年
（1.5ppm）ずつ増加

異常気象

3.5~8.5℃上昇

地球温暖化問題
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8新日本石油

幅750×高さ1,900×奥行440サイズ

200Ｌタンク容量貯湯
ﾕﾆｯﾄ

ＬＰＧ使用燃料

幅931×高さ1,100×奥行341サイズ発電
ﾕﾆｯﾄ

運転制御

　排熱回収効率
（LHV）

発電効率（LHV*）

発電出力

　44%

　36%

全自動学習運転機能

　750W

基本
性能

ＬＰガス仕様１ｋＷ級燃料電池

ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯ　ＬＰ－１

家庭用燃料電池（ＰＥＦＣ）のラインナップ

2005年
第48回十大新製品賞
（日刊工業新聞社選定）

2005年3月

商品化

幅640×高さ1,990×奥行740サイズ

200Ｌタンク容量貯湯
ﾕﾆｯﾄ

ＥＮＥＯＳ新ＦＣ灯油(専用灯油)使用燃料

幅600×高さ970×奥行500サイズ発電
ﾕﾆｯﾄ

運転制御

　排熱回収効率
（LHV）

　発電効率（LHV）

発電出力

　51%

　33%

全自動学習運転機能

　900W

基本
性能

灯油仕様１ｋＷ級燃料電池

ＥＮＥＯＳ　ＥＣＯＢＯＹ

2006年

日経優秀製品・サービス賞
優秀賞　日経産業新聞賞

2006年3月
商品化

共同開発先：　三洋電機 共同開発先：

荏原製作所・荏原ﾊﾞﾗｰﾄﾞ

＊ＬＨＶ基準：Ｌｏｗｅｒ Ｈｅａｒｔｉｎｇ Ｖａｌｕｅの略で低位発熱量。燃料の持つ発熱量から、燃焼によって生じる水蒸気の凝縮潜熱を差し引いた発熱量のこと。

200７年度
第12回　新エネ大賞

新エネルギー財団会長賞
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「大規模実証事業」の実施状況（05～07年度計）

６

２０

２０
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３０

３３

３９

４８

７３

９０

１０４

１２３

２２４

５２０

８３１

設置台数

都市ｶﾞｽ東京ガス２

ＬＰＧカマタ１５

都市ｶﾞｽ、ＬＰＧ日本瓦斯１４

都市ｶﾞｽ北海道ガス１３

ＬＰＧ昭和シェル石油１２

ＬＰＧ九州石油１１

都市ｶﾞｽ西部ガス１０

ＬＰＧ太陽石油９

ＬＰＧ、灯油コスモ石油８

ＬＰＧ岩谷産業７

都市ｶﾞｽ東邦ガス６

ＬＰＧジャパンエナジー５

ＬＰＧ出光興産４

都市ｶﾞｽ大阪ガス３

ＬＰＧ、灯油新日本石油１

燃料種実施者名

●実施者別内訳

５５６荏原製作所２

５２トヨタ自動車５

２８５松下電器産業４

５４５東芝燃料電池システム３

７４９三洋電機１

設置台数メーカー名

●メーカー別内訳

８９３都市ガス２

２２６灯油３

１,０６８ＬＰガス１

設置台数燃料種類

●燃料種内訳

２，１８７台2005～2007年度設置台数合計

（出典：新エネルギー財団ホームページ）
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国の助成制度

一定台数以上の設置先を確保でき、適切な設置、保守・サービス、運転管理、デー
タ採取・評価ができる者

実証試験

実施者の条件

実証試験実施者（当社、東京ガス等の石油会社やガス会社）補助金受給者

2005年度　30億円（1台当り600万円）　　・・・４８０台交付

2006年度　33億円（１台当り450万円）　　・・・７７７台交付

2007年度　34億円（１台当り350万円）　　・・・９３０台交付

補　　助　　額　

2005年度から2008年度まで（４年間）期　　　　　 間

天然ガス・ＬＰＧ・灯油等液体燃料燃　　　　　 料

住宅用の出力１ｋＷ級燃料電池対 象 機 種

一定規模の生産・設置を行うことにより

　　①量産によるコストダウンを図る

　　②問題点を抽出し、改良に結びつける

目　　　　　 的

●定置用燃料電池大規模実証事業の概要
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家庭用燃料電池の燃料の特徴

暖房、給湯、厨房用暖房、給湯、厨房用給湯、暖房使用方法

・供給エリア：全国土面
　積に対して5%

・供給戸数：全国の総戸
数に対して47%

・都市ガス地域以外で広
く普及

・全国で広く普及

・北海道、東北、　　
　　北陸が中心

使用地域

・パイプライン供給・ボンベで供給・液体燃料であり
タンクにより供給

その他

700万t

（98億m3）

550万t1,280万t

（1,600万kL）

家庭用国内
消費量

都市ｶﾞｽLPG灯油

出典：日本LPガス協会ホームページ、日本ガス協会ホームページ、エネルギー経済統計要覧（省エネセンター）
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改質器
性能向上

貯湯ﾀﾝｸ
給湯機改良

補機・周辺機器
最適化

現　状

１．一般価格：数百万円

２．寿命：数年レベル

３．信頼性：故障率0.1件/台・月

４．発電効率：34％（LHV)

　　総合効率：80％(LHV）

普及レベルの要求性能

低ｺｽﾄ材料の適用

量産化の製法開発

電池性能向上

低ｺｽﾄ部品の採用

部品点数削減

構造簡素化

低ｺｽﾄ材料の使用

システム簡素化

ＦＣ普及への技術課題と対策

１．本体価格：50万円

２．寿命：10年以上

３．信頼性：故障率0.001件/台・月

４．発電効率：36％以上（LHV)

　　 総合効率：80％(LHV）
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業務用燃料電池（ＰＥＦＣ）の設置状況

ＮＥＦ実証研究

２００４年度 ２００６年度 ２００７年度

実用機

２００５年度

フィールド実証試験機

２００５年６月
ビジネスホテル

広島ﾀﾞｲﾔﾓﾝﾄﾞﾎﾃﾙ
（広島県広島市）

設置時期：
業種施設：
設置場所：

２００６年１２月
公共温水プール施設
尼崎スポーツの森
（兵庫県尼崎市）

２００４年２月
コンビニエンスストア
ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄ大崎店
（東京都品川区）

２００５年９月
コンビニエンスストア
ﾌｧﾐﾘｰﾏｰﾄﾄｷﾜ大崎店
（東京都品川区）

２００７年１０月
大学構内学生食堂
九州大学伊都ｷｬﾝﾊﾟｽ
（福岡県福岡市）

施設外観：

設置現場：

排熱利用： 温水利用 温水利用 空調利用 温水利用 温水利用

■システム概要 （九州大学設置システムの例）

貯湯槽サイズ 幅568×高さ1,830×奥行565

幅1,440×高さ1,976×奥行740

ＥＮＥＯＳ新ＦＣ灯油

ＦＣ本体サイズ

使用燃料

　総合効率（LHV）

　発電効率（LHV）

発電出力

81%以上

36%以上

8.0ｋW

■設置状況

共同開発先：三菱重工
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　業務用燃料電池への取り組み（２）
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幅700×高さ1,700×奥行300サイズ

70Ｌ、70℃タンク容量貯湯
ﾕﾆｯﾄ

ＬＰＧ使用燃料

幅540×高さ960×奥行350サイズ発電
ﾕﾆｯﾄ

　排熱回収効率
（LHV）

　発電効率（LHV）

発電出力

項目

　30%（目標）

　45%（目標）

　700W

基本
性能

仕様　

ＬＰＧ仕様１ｋＷ級

ＳＯＦＣ試作システム

幅830×高さ1,900×奥行330サイズ

70Ｌ、70℃タンク容量、温度貯湯
ﾕﾆｯﾄ

専用灯油使用燃料

幅700×高さ955×奥行360サイズ発電
ﾕﾆｯﾄ

　排熱回収効率
（LHV）

　発電効率（LHV）

発電出力

項目

　 30%（目標）

　45%（目標）

　700W

基本
性能

仕様　

灯油仕様１ｋＷ級

19新日本石油

固体酸化物形燃料電池（ＳＯＦＣ）の特徴
＜ＰＥＦＣとの比較＞

燃料
都市ｶﾞｽ・

ＬＰＧ・灯油等

脱
硫

改
質

変
成

７００℃ ２００℃ １２０℃

ＣＯ除去
プロセス

８００℃

加熱

ＣＯ除去プロセス丌要

選
択
酸
化

Ｐ
Ｅ
Ｆ
Ｃ

Ｓ
Ｏ
Ｆ
Ｃ

＜システムフローの比較＞

８０℃

脱
硫

改
質

７００℃

燃料
都市ｶﾞｽ・

ＬＰＧ・灯油等

60
℃
程
度
の
温
水

ＳＯＦＣＰＥＦＣ

80℃以上約60℃温水温度

230L（07年度灯油試作機）290L（07年度ECOBOY）大きさ（1kW級）

遅い（連続運転）速い（起動停止が可能）起動時間

800℃前後（セラミックス）80℃前後（固体高分子）動作温度

水素、一酸化炭素水素燃料

１～10万kW1～数十kW実用化規模

45%程度36%程度発電効率

SOFCPEFC

80
℃
以
上
の
温
水
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固体酸化物形燃料電池（ＳＯＦＣ）の実証研究

●ＮＥＦ実証研究（07～10年度）

大阪ガス京セラ２０都市ｶﾞｽ・1ｋＷ

新日本石油新日本石油１ＬＰＧ・1ｋＷ

新日本石油新日本石油１灯油・1ｋＷ

ＴＯＴＯＴＯＴＯ２都市ｶﾞｽ・２ｋＷ

北海道ガス京セラ１都市ｶﾞｽ・1ｋＷ

西部ガス京セラ１都市ｶﾞｽ・1ｋＷ

京セラ

システム
提供者

東京ガス３都市ｶﾞｽ・1ｋＷ

設置運転
試験者台数

仕様

（燃料・出力級）

　ＮＥＦ（新エネルギー財団）がＮＥＤＯ（新エネルギー産業技術
総合開発機構）から助成を受けて、実負荷環境下における実
証データを収集し、開発課題を抽出することを目的とする。

　新日本石油は、ＬＰＧ仕様および灯油仕様の２種類のシステ
ムを提供し、設置・運転試験を行う。

石油系燃料では民生用で
世界初のフィールド実証試験

当社機器仕様（２台）
発電出力：　７００Ｗ
燃料：　ＬＰＧおよび

　　　　　　ＦＣ専用灯油
定格発電効率：　４５％
　 （目標値、ＬＨＶ）
　排熱回収：70L貯湯槽
　　　　　　バックアップ給湯器つき

＜実証研究参加者（合計２９台）＞
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